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平成２７年１１月２日（月）

「小さな自然再生」現地研修会（第2回）

滋賀県 長浜土木事務所
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2平常時 瀬切れ時

河道内の表流水が伏没し、流水が途切れる現象

瀬切れ
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高時川と田川カルバート

高時川の河床を下げる？

長田町

錦織橋

錦織橋
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4川魚や小ガニを確認

約１ｍ

水棲生物は水たまりに避難する？

馬渡橋ピア直下流

平成26年8月5日

どうやって避難場所をつくるか？

使用材料 根固めブロック（３トン×３個）
使用重機 ラフテレーンクレーン２５ｔ吊り用 5
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水制工(シェルター)を設置することで、淵を形成し、流量
低減時にも局所的な水域を確保

水制工によるシェルター（避難場）の形成例

流量大 6

写真：土器川（香川県）

どうやって避難場所をつくるか？

流量小

どこに避難場所をつくるか？

安定的に地下水位が地表近くにある場所が効果的

瀬切れ簡易予測モデルを構築し、
水面の出現しやすい場所を予想したうえで、

避難場所をつくる

7
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瀬切れ簡易予測モデル

8

河道内をメッシュ分割し、各メッシュ内の水面の出現状況を目的変数、
流量や地形等を説明変数としてロジスティック回帰分析により予測
式を構築し、各メッシュが水面となる確率を推定する「統計モデル」

Ａ－Ａ’断面

瀬切れが発生しやすい区間（9.0-12.0k）

瀬切れが発生しやすい区間（3.4-6.5k）

まとまった水面の出現が予測される区間

9

9.6-10.5ｋ
みお筋が不安定な区間予測モデルの精度に課題のある区間

みお筋が不安定な区間

技術的検討に基づく試験施工箇所の選定

予測モデルにおいて、「水面の出現可能性が高い区間」かつ「瀬切れ
が発生しやすい区間」かつ「みお筋が安定している区間」について、
水制工を設置するものとした。

仮床止め工箇所

試験施工箇所
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設置前

10

設置後

平成26年2月12日実施

試験施工の実施

高時川では、平成25年度に、馬渡橋上流（6.0k）付近のみお筋位置
が安定した河岸で、水制を設置し、避難場所としての深み形成を確
認するための試験施工を実施した。

11

平成26年5月1日確認

河床低下を確認！ 魚等を確認！

約3か月後の瀬切れ時、水制の上流部に僅かながら水面が存在し、
魚も数匹確認でき、水制による避難場所確保の可能性を実証できた。

試験施工の検証
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12魚等を確認！

約13か月後の瀬切れ時には水制が土砂堆積により埋没しており、淵
および水面が確認できなかった。

試験施工のその後・・・

平成27年6月2日確認平成26年5月1日確認

13

仮床止め工として整備されたものが経年変化により水制工の役割を
果たしている。

水制工の事例

１．８ｍの深掘れを確認！
高時川 高月町雨森地先
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河川維持河相

写真：高時川
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